
「もうひとつの人生」
　手に職を付けたい。最近、心からそう思う。

　会社を辞めても、世の中が変わっても、一人で自立して食

べて行けるスキル。

　それが自分に備わっていたら、そこに自信が持てたら、ど

れほど自由に生きていけることか。

　もちろん、現実として私は会社をやめることができない。

　たとえ一人で生きていく能力があったとしても。私は社

長であり、私には責任がある。

　常識的に考えれば、会社が潰れない限り手に職をつける

必要は私にはない。

　手に職を付けている暇があったら経営に全力を尽くすべ

きなのだ。

　そんな事は百も承知している。

　だが、一方で、私は個人として何かを極めたい欲求を抑え

られない。経営という組織戦略とは別に、個人として何らか

のスキルを極めたいのだ。

　そして、そのスキルだけで人の役に立てる。そんな何かを

身に付けたい。

　もちろん、今からスキルを身につけることは容易ではない。

　私はすでに四十歳を過ぎている。どんなスキルを目指す

にしても、プロとして認められるまでには相当な覚悟と訓

練が必要だろう。

　だがそれだけの価値はある。

　上に伸びるだけではなく、横にも、斜めにも、伸びてみたい。

　新しいスキルを極め、新しい目と耳を手に入れたい。今ま

で見えなかった景色を見て、聞こえなかった音を聞いてみ

たい。もうひとつの人生。

　それは、今の人生を否定するのではなく、肯定したときに

見えてくるもの。

　そんな気がする。　　　　

 　　　　 株式会社ワイキューブ「ことばの磁石」より抜粋

①ＲＩ理事会に申請しました、クラブ名変更が２００　

　８年３月１８日に承認されましたのでご報告致します。

　今後、当クラブの名称は「せせらぎ三島ＲＣ」になります。

②４月からロータリーレートが１ドル９８円に変更され

　ます。

玉置敏君（伊豆中央）：お世話になります。
加藤正幸君：本日、卓話です。川村様と同伴です。よろしく
お願いします。
小林勝君：本日、所用のため早退いたします。



第２回三島南ＲＣ２０周年準備委員会の開催

　期日：平成２０年４月１８日（金）

　　　 午後７時３０分より（例会終了後）
　場所：三島グランドホテル　会議室

　議題：２０周年の基本計画について

　

■協議内容

　①式典の内容について

　②参加人員の把握

　③予算について

■２９周年記念式典のテーマ

　「２０年を礎に、さらなる広がりを育もう」

　１．開催期日　平成２１年６月７日（日）

　２．開催場所　みしまプラザホテル

　　　　　　　 式典会場：アネックス
　　　　　　　 懇親会場：本館（１７時以降）
　３．記念品　　佐野学園生徒製作による「マイはし」 

中山和雄君：こんにちは。静岡でＡＤＲ研修のため早退さ
せていただきます。
古屋憲男君：山梨県忍野に水工場用地４０００坪がゲット
できました。割安だったのでスマイルします。
矢岸貞夫君：左右の腎臓と尿道に１６個のダイアモンドが
発見されました。お金をかけて処分します。
山口辰哉君：昨夜は、兼子さん、保坂さん、ごちそうさまで
した。またお願いします。

三島南ＲＣ２０周年準備委員会
　２０周年実行委員長 片野誠一


